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※グラフデータは、主要な項目を掲載しています。
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決算審査特別委員会で審議し令和4年度決算を認定！

一般会計
歳　入 99億5,697万円

歳出総額　37億6,839万円

歳　出 88億9,260万円

特別会計

水道事業会計 下水道事業会計

令和5年9月定例会

（収益的収支） （収益的収支）
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令和４年度はこんなところに使われました
総務・まちづくり
ふるさと納税返礼	 5,646万円
コミュニティバス等運行	 1,382万円
価格高騰緊急支援金	 5,830万円
臨時特別給付金	 7,481万円
若者定住促進新築住宅支援	 2,500万円

商工・観光
お買い物券配布（４月）	 1億2,293万円
お買い物券配布（９月）	 6,232万円
教育旅行誘致補助	 8,691万円

保健・福祉
子ども医療費助成	 4,239万円
新型コロナウィルス対策	 4,363万円
感染症予防接種	 3,190万円
保健福祉センター設備更新	 8,950万円

教　育
愛之園こども園負担･補助	1億3,984万円
須賀神社文化財保護補助	 910万円
小学校トイレ改修

	 5,629万円
中学校トイレ改修

	 1,518万円
ゆめはぐ館への改修

園舎改修	 902万円
駐車場設置	958万円

建設・土木
地籍調査事業	 1億3,362万円
町道改良工事	 1億558万円
空き家解体処理費補助	 1,230万円
公園管理	 2,557万円

消防・防災

防災拠点備蓄倉庫新築前払金	1億5,246万円
事前復興計画策定	 1,098万円
消防用動力ポンプ車購入	 1,457万円
避難路等整備工事	 799万円

農林・水産
梅消費拡大ＰＲ事業	 1,371万円
うめ振興館費	 1,966万円
世界農業遺産推進	 458万円
有害鳥獣捕獲事業	 1,448万円
漁港津波高潮対策	 2,744万円

令和5年9月定例会
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令和４年度 決算での指摘事項

総　括
令和４年度一般会計決算では、予算100億5,000万円に対して歳出

が88億9,260万円の黒字決算となっています。自主財源率も27.9％か
ら34.3％へと増加しています。ただ、予算執行後の不用額が6.4％で前
年度より0.2％上回っており、予算の立て方での精査が求められるとこ
ろです。

消 防 防 災 室
県内最大とされる備蓄倉庫の完成は、たいへん

頼もしいです。倉庫には物資が整ってこそ意義が
ありますので、物資の購入・搬入を急がれたく思
います。

産 業 課
水産業振興としてイセエビ、ヒラメ、クエの稚

魚が放流されているなか、ヒラメの放流後の生存
率がたいへん低くなっています。費用対効果を上
げるためにも、県、漁業組合と共に適正管理に努
めるようお願いします。

建 設 課
補助金の設置により空き家解体撤去が進んでい

ます。他方、人の手が入りにくいいわゆる「不良
空き家」も増え、安全面、衛生面から心配され、
これに対して町としてどうするかが求められてい
ます。

総 務 課
ふるさと納税は、前年度より7.1％増の１億

6,182万円で喜ばしいところです。今後とも積極
的なＰＲに努めていただきたいです。

住 民 福 祉 課
マイナンバーカードの取得率が令和５年８月

末時点で、みなべ町では76.2％。一方、全国では
75.9％、県では77.7％となっています。更なるＰ
Ｒで申請拡大に努めて下さい。

う め 課
コロナ禍を脱しつつ各種イベントでの梅干しの

ＰＲ販売、災害備蓄梅干しＰＲ活動などが再開さ
れました。梅のＰＲの仕方についてそろそろ見直
しが必要ではないでしょうか。消費の減退傾向に
ある今、若い世代に訴える方策等、新たなものが
望まれます。

教 育 学 習 課
閉園した幼稚園を活用してオープンしたゆめは

ぐ館。他市町も含む多くの方々が来館し喜ばしい
です。ただ、館そのものの古さは否めず、外観や
トイレなどの改修も必要でしょう。

決算審査特別委員会
審査報告

　令和４年度一般会計と各特別会計の決算について「決算審査特別
委員会」を設置し、現地調査を含めた3 日間にわたって審査しまし
た。最終日には全会一致で認定し、報告書にまとめました。

令和5年9月定例会
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上南部中学校 管理棟改修
工事設計業務委託料

700万円
1P

IC
K 

UP

上南部中学校の職員室等の建物内部・技術
棟内部を改修するための設計業務委託料です。

帯状疱疹予防ワクチン補助金
222万円2P

IC
K 

UP

当初の見込みと異なり、金額の高い不活化
ワクチンの希望者が多くなりました。これを
補うための追加予算です。
生ワクチン
　当初90人➡接種36人➡今後36人
不活化ワクチン
　当初39人➡接種77人➡今後77人

ひかり保育所解体撤去工事
請負費

2,000万円
3P

IC
K 

UP

園舎の解体撤去工事、併せて場内整地工事
（屋外遊具、入り口門扉、柵周辺樹木、浄化
槽の撤去等）を実施する費用です。

12月着工し、年度内に工事を完了予定です。

公共施設整備基金積立金
2億円4P

IC
K 

UP

令和4年度の繰越金8億6,755万円のうち2億
円を積み立てます。これにより公共施設整備
基金は11億円となります。上南部中学校の管
理棟改修工事等の財源になります。

●注目予算をピックアップ

補 正 予 算

みなべ町犯罪被害者等支援条例について

　昭和49年に三菱重工ビル爆破事件が発生し、昭和55年に犯罪被害者等給付金支給法が制定。令
和3年3月に犯罪被害者が被害を受けた時から再び平穏な生活を営むことができるまでの間、必要
な支援を途切れることなく受けることができるように閣議決定されました。
　令和5年6月6日犯罪被害者等施策を一層推進していくこととなり、本町においても犯罪被害者等
への途切れない支援体制を整備するための条例です。

９月定例会で審議された主な条例制定の内容

令和5年9月定例会

みなべ町議会だよりP5

項　　目 補正額 主な内容 総　　額

一般会計 2億4,622万円

上南部中学校 管理棟改修工事設計業務委託料
空き家解体処理費補助金
帯状疱疹予防ワクチン補助金
ひかり保育所解体撤去工事請負費
公共施設整備基金積立金

700万円
210万円
222万円
2,000万円
2億円

90億4,405万円

水道事業会計
（資本的支出） 520万円

町道名の内線道路改良に伴う送配水管工事費
東神野川地区配水管布設替工事費

330万円
190万円

1億1,742万円



令和5年9月定例会

●委員会発議	 「防災・減災、国土強靭化等に資する社会資本整備の
推進を求める意見書」	 一部抜粋

記
１　防災・減災、国土強靭化や地方創生に資する社会資本整備を推進するため、地方自治体への

補助事業、防災・安全交付金及び社会資本総合交付金について必要な予算を確保すること。
２　「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」を推進するために必要な予算を例年

以上の規模で確保すること。
３　本年６月に成立した改正 国土強靭化基本法を踏まえ、「防災・減災、国土強靭化のための５

か年加速化対策」終了後も、引き続き国土強靭化を推進するため、必要な予算が安定的に別
枠で確保されるよう措置を講じること。

４　令和５年度においても、地方自治体ができるだけ早い時期に補正予算案が組めるよう、政府
において国土強靭化予算を含む経済対策を早急にとりまとめ、一刻も早く補正予算を成立さ
せること。その際、臨時交付金による地方負担軽減策をあわせて講ずること。

　　　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

上記条例、意見書は全会一致で採択されました。

　近年、全国で激甚な豪雨災害に見舞われています。今後起こりうる南海トラフ巨大地震
などの大規模災害に備えることも急務となっています。
　そのため、国に対して下記の事項に特段の措置を講じられるよう、議会として強く要望
しました。

●委員会発議	 「みなべ町議会議員の請負の状況の公表に関する条例
について」	 一部抜粋	

第１条　この条例の目的
第２条　報告すべき事項
第３条　報告の一覧の作成及び公表
第４条　報告等の保存及び閲覧等
第５条　委任
附則は、施行期日で、この条例は公布の日から施行し、令和５年４月１日に始まる会計年度に

おける請負から適用する。

地方自治法の一部が改正され、みなべ町議会議員がみなべ町に対し、個人による請負が
年間３００万円の範囲内で可能となりました。
請負の状況を公表することにより、請負状況の透明性を確保し、もって議会運営の公正、
事務執行の適正を図るため、本条例を制定するものです。

みなべ町議会だより P6
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一般質問

6月に都内で運行された紀州南高梅のラッピングバス

質
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更
な
る
梅
の
消

費
拡
大
を
」で
様
々
な
施

策
を
提
案
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、収
穫
を
迎
え
、

作
況
は
豊
作
傾
向
で
し
た
。

そ
の
た
め
、落
ち
梅
の
単

価
が
令
和
３
年
比
で
約
１

／
３
で
し
た
。ま
た
早
期

落
下
、雨
天
続
き
や
す
す

斑
症
の
た
め
、単
価
が
高

い
青
梅
出
荷
も
思
う
よ
う

に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

単
価
が
安
い
た
め
収
穫
を

放
棄
し
た
園
も
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
梅
の
売
上

額
の
激
減
に
加
え
、農
薬

や
肥
料
等
の
経
費
も
高
騰

し
、農
家
は
昨
年
よ
り
更

に
厳
し
い
状
況
で
す
。

そ
こ
で
昨
年
の
一
般
質

問
以
降
、
町
が
実
施
、
あ

る
い
は
検
討
し
て
い
る
消

費
拡
大
施
策
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。苦
境
に
あ
る
農

家
、梅
加
工
業
者
さ
ん
に

少
し
で
も
明
る
い
話
題
を

ご
提
示
く
だ
さ
い
。

町
長梅

の
消
費
拡
大
は
、生

産
者
、梅
加
工
業
者
、Ｊ

Ａ
、行
政
が
一
丸
と
な
っ

て
、取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
痛
感
し
て
い

ま
す
。

う
め
課
誕
生
50
周
年
事

業
と
し
て
阪
和
自
動
車

道
Ｓ
Ａ
で「
う
め
ル
カ
ム

t
o
み
な
べ
町
」キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

機
能
性
の
特
許
に
つ
い

て
は
全
国
梅
サ
ミ
ッ
ト
等
、

町
外
へ
の
活
用
も
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

う
め
課
長

紀
州
梅
の
会

で
は
若
梅
会
を

中
心
に
、産
地

全
体
で
梅
の
魅

力
を
継
続
的
に

発
信
し
、次
世

代
の
消
費
者
を

獲
得
す
る
た
め

の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
作

成
し
ま
す
。

梅
干
し
の
対

面
Ｐ
Ｒ
を
白
浜

空
港
、新
名
神
高
速
Ｓ
Ａ

で
、熱
中
症
予
防
Ｐ
Ｒ
を

新
橋
駅
前
で
実
施
し
ま
し

た
。他

に
南
部
梅
林
へ
の
機

能
性
看
板
設
置
、町
Ｈ
Ｐ

梅
料
理
ペ
ー
ジ
の
修
正
、

有
名
料
理
サ
イ
ト
へ
の
レ

シ
ピ
投
稿
を
行
い
ま
し
た
。

再
質
問

そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
は
い
つ
か
ら
稼
働
す
る

の
で
す
か
。

一
般
質
問
で
提
案
の

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
運

行
」「
梅
贈
り
文
化
の
創

出
」
は
、
梅
屋
さ
ん
の
期

待
も
大
き
い
ア
イ
デ
ア
、

検
討
状
況
は
。

ま
た
「
ふ
る
さ
と
納

税
」の
プ
ロ
へ
の
運
行
委

託
や
町
内
事
業
者
と
の
協

議
会
設
立
は
。

町
長６

月
に
知
事
と
一
緒
に

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
で
都

内
を
回
り
、キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
に
よ
る
宣
伝
効
果
が
、

非
常
に
高
い
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。年
中
使
用
で

き
る
形
態
や
費
用
も
含
め

て
検
討
中
で
す
。

「
梅
贈
り
文
化
」は
、紀

州
梅
の
会
の
総
会
で
提
案

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
協
議
会

の
設
置
は
検
討
中
で
す
。

う
め
課
長

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は

専
門
業
者
へ
委
託
済
み
で

す
が
、運
用
開
始
時
期
は

未
定
で
す
。

再
々
質
問

梅
の
消
費
拡
大
は
、プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ

へ
委
託
し
て
は
。
国
に

は
様
々
な
支
援
制
度
が

あ
り「
地
域
活
性
化
企
業

人
」
は
、
人
件
費
の
年
額

５
６
０
万
円
を
交
付
税
措

置
し
て
く
れ
る
魅
力
的
な

制
度
で
す
。

町
長専

門
的
な
部
分
に
つ
い

て
は
議
員
ご
指
摘
の
よ
う

に
、や
は
り
プ
ロ
に
お
願
い

す
べ
き
と
の
考
え
で
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

質問 梅の消費拡大施策のその後を問う

答弁 消費拡大に向け、あらゆる施策を実施・検討中

うめ産業 真
し ん

造
ぞ う

賢
け ん

二
じ

 議員

▲岸和田SAでの「うめルカムtoみなべ町」キャンペーン
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一般質問

質
問地

域
経
済
の
活
性
化
に

は
、地
域
の
一
次
産
品
、加

工
製
品
や
、自
然
、歴
史
、

文
化
な
ど
の
観
光
資
源
を

活
用
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
域
外
に
販
売
す
る
こ

と
に
よ
っ
て「
外
貨
」を
稼

ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。し

か
し
、域
外
の
大
都
市
や

海
外
へ
の
販
路
を
自
前
で

開
拓
す
る
こ
と
が
困
難
な

生
産
者
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。そ
れ
ら
の
役
割
を

担
う
こ
と
が
で
き
る
の
が

「
地
域
商
社
」で
す
。

一
般
的
な
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
と
、地
域
商
社
と
の
最

大
の
違
い
は
、「
地
域
全

体
の
利
益
の
最
大
化
」と

い
う「
社
会
性
」
が
あ
る

か
ど
う
か
だ
と
言
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
地

域
全
体
の
経
済
性
と
地
域

課
題
解
決
の
効
率
性
と
実

行
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

地
域
商
社
に
求
め
ら
れ

る
機
能
に
は

①
少
量
多
品
種
の
商
品

地
域
に
眠
っ
て
い
る
魅
力

的
な
地
域
商
材
の
活
用
が

期
待
で
き
ま
す
。

ま
た「
地
域
商
社
」
の

機
能
と
し
て
、教
育
へ
の

再
投
資
、
道
の
駅
、
産
直

の
運
営
、町
の
知
名
度
向

上
等
も
実
現
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
よ
う
に
み
な

べ
町
が
抱
え
る
課
題

に
対
し
て
、「
地
域

商
社
」は
柔
軟
に
対

応
し
て
い
け
る
こ
と

が
強
み
だ
と
考
え
ま

す
が
、み
な
べ
町
の

見
解
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

町
長「

地
域
商
社
」が
あ

れ
ば
、少
量
で
も
消

費
者
か
ら
求
め
ら
れ

て
い
る
生
産
物
の
栽

培
を
始
め
る
こ
と
が

可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

同
じ
く
、漁
業
に
お
い

て
も
、町
全
体
か
ら
魅

力
あ
る
商
品
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
マ
ー

（
有
機
・
無
農
薬
・
希

少
品
種
な
ど
）の
取
り

扱
い
が
で
き
る
。 

②
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
生

産
者
が
知
る
。

③
新
た
な
販
路
の
拡
大

（
海
外
市
場
な
ど
）。

従
来
の
商
社（
卸
売
）

機
能
以
外
も
担
え
る
可

能
性
が
あ
り
、つ
ま
り
は
、

ケ
テ
ィ
ン
グ
が

で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、応
援
を

し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。設

立
の
課
題
と
し

て
は
、採
算
性
、

経
費
を
賄
え
る

の
か
ど
う
か
だ

と
考
え
て
お
り
、

商
品
開
発
や
消
費
者
ニ
ー

ズ
の
調
査
も
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。こ
れ
ら
の
課
題
に

つ
い
て
も
外
貨
獲
得
の
た

め
に
応
援
し
、民
間
と
行
政

と
と
も
に
や
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

再
質
問

す
で
に
私
の
方
に
は

「
地
域
商
社
」の
設
立
を
お

手
伝
い
し
た
い
と
い
う
民

間
の
方
の
声
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。そ
う
い
う
方

の
声
も
聞
い
た
う
え
で
、

町
と
し
て
検
討
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ま
た
、ふ
る
さ
と
納
税

の
ア
ッ
プ
を
目
的
に
し
、そ

の
一
部
を
運
営
に
回
す
な

ど
の
考
え
方
も
あ
り
ま
す

が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町
長ふ

る
さ
と
納
税
の
ア
ッ

プ
は
そ
の
通
り
だ
と
思
い

ま
す
。そ
の
一
部
を
運
営

に
回
す
か
ど
う
か
は
検
討

が
必
要
で
す
。設
立
に
向

け
て
は
一
気
に
進
ま
な
い

こ
と
が
難
点
か
と
思
い
ま

す
が
、や
ら
な
い
よ
り
は

や
る
ほ
う
が
い
い
と
い
う

結
論
は
出
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
、と
も
に
汗
を
か
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
や
っ
て
み
た
い
と

い
う
方
々
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

地域経済

質問 一次産業の所得向上を踏まえた地域商社設
立について

答弁 民間としてやっていただきたいが、行政として
も応援していきたい

山
や ま

本
も と

秀
しゅう

平
へ い

 議員

新たな販路

生
産
者

地域商社
・地域産品のマーケティング点販路開拓
・他地域との連携、観光等異分野連携も

含めたビジネスモデルのプロデュース
・地域の事業インフラへの再投資
→物流環境、人材育成、創業支援

海外市場

域外市場

域内市場
収益・顧客の声

魅力ある産品

新たな販路

地域間連携異分野連携

まちづくり
観光など

他地域の
地域商社

投　資

果物・野菜 起業家

町役場
価　値

人財育成商品開発
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一般質問

質
問人

口
減
・
少
子
高
齢
社

会
が
到
来
し
、厳
し
い
地

方
財
政
を
背
景
に
、な
か

な
か
職
員
数
を
増
せ
な
い

中
で
、自
治
体
の
役
割
は

複
雑
化
・
多
様
化
し
、業
務

は
質
量
と
も
に
年
々
増
大

し
て
い
ま
す
。新
た
に
注
目

さ
れ
て
い
る
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
は
、業
務
改
善
に
向
け
て

の
大
き
な
ツ
ー
ル
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
一
方
で
、教
育
現
場

で
も
新
し
い
ツ
ー
ル
、チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ

と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

町
長チ

ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
、生
成

Ａ
Ｉ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
町
村
事
務
の
効
率
化
や
、

住
民
の
利
便
性
の
向
上

に
、大
き
く
貢
献
す
る
可

能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
、

全
国
の
自
治
体
に
お
い
て
、

導
入
の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、導
入
あ
り
き

で
は
な
く
、使
用
で
き
る

こ
と
は
何
か
、し
て
は
ダ
メ

な
こ
と
は
、ど
の
よ
う
な
こ

と
な
の
か
、な
ど
を
十
分

検
討
し
、な
お
か
つ
、利
用

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
、必
要
な
経
費

を
予
算
に
計
上
し
て
か
ら

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長

生
成
Ａ
Ｉ
を
正
し
く
効

果
的
に
活
用
す
る
こ
と
は
、

教
員
の
職
務
改
善
や
子
供

た
ち
の
学
び
を
支
え
る
大

き
な
ツ
ー
ル
に
な
り
得
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、国
や
県
の
動
向

を
伺
い
、生
成
Ａ
Ｉ
利
用

の
効
果
や
問
題
点
を
精
査

し
な
が
ら
、学
校
現
場
へ

の
導
入
の
是
非
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

望
む
︑望
ま
な
い
に
関

わ
ら
ず
︑そ
の
機
能
に

触
れ
な
い
と
︑業
務
が

で
き
な
く
な
る
時
代

が
来
る

再
質
問

先
日
、テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
で
早
速
、Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

Ｗ
Ｓ
11
に
、こ
の
Ａ
Ｉ
の

技
術
を
組
み
込
ん
だ
製
品

が
発
売
さ
れ
る
と
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
我
々
が
、望
む
、

望
ま
な
い
に
関
わ
ら
ず
、

そ
の
機
能
に
触
れ
て
い
か

な
い
と
、業
務
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
訳
で
す
。

ま
た
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
Ｇ

Ｐ
Ｔ
を
組
み
合
わ
せ
て
、

住
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

に
、
24
時
間
対
応
可
能
な

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い

る
所
も
あ
り
ま
す
。

町
長チ

ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
結
ば

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、い

ろ
ん
な
機
密
情
報
が
漏
れ

な
い
よ
う
な
形
で
、ま
ず

は
ル
ー
ル
作
り
を
行
い
、

試
験
的
に
や
っ
て
み
る
の

が
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、窓
口
で
の
対

応
を
、24
時
間
Ａ
Ｉ
に
さ

せ
て
い
る
所
も
あ
る
と

の
部
分
、い
ず
れ
そ
う
な

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、

今
後
慎
重
に
研
究
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
、答

え
が
返
っ
て
く
る
事
は

メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、例
え

ば
、教
職
員
が
使
っ
た
場

合
に
、自
分
の
専
門
外
の

質
問
が
出
た
と
き
に
は
、

そ
の
確
認
対
応
に
、余
計

に
時
間
を
要
す
る
部
分

が
出
て
く
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

有
効
に
子
供
た
ち
の

今
後
の
成
長
に
役
立
つ
、

あ
る
い
は
教
師
の
働
き

方
改
革
に
役
立
つ
よ
う

な
使
い
方
を
模
索
し
な

が
ら
、取
り
組
め
る
と
こ

ろ
は
、取
り
組
む
と
い
う

姿
勢
を
持
っ
て
、研
究
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
︑

業
務
改
善
に
向
け
て

大
き
な
ツ
ー
ル
に
な
る

A　I

質問 導入進むチャットGPT みなべ町はどう取り組む

答弁 利用ガイドラインを作成し、必要な経費を予算
に計上

出
で

口
ぐ ち

晴
は る

夫
お

 議員

C
チャット ジーピーティー

h a t G P Tって何？
入力されたテキストメッ
セージにチャット形式で
答えてくれるAI（人工知
能）サービスです。人間が入力する質問
に対して、まるで人間のような自然さで、
完成度の高い回答をしてくれます。

注意すべき点
これらの機能を使って、質問への回答、文
章の作成、アイデアの提案など、さまざ
まなタスクを支援することができます。し
かし、ChatGPTはあくまでAIであり、間
違った情報や不正確な回答を提供するこ
ともあるため、利用者はその点を理解し、
適切に使用することが重要です。
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一般質問

か
ね
て
か
ら
職
員
用

の
公
用
車
の
グ
レ
ー

ド
が
高
す
ぎ
る
と
の

声
が

質
問自

動
車
販
売
・
修
理
に

関
係
す
る
人
か
ら「
役
場

職
員
の
公
用
車
と
し
て
こ

ん
な
グ
レ
ー
ド
の
高
い
ク

ル
マ
が
ほ
ん
と
う
に
必

要
な
ん
だ
ろ
う
か
」と
電

話
が
あ
っ
た
。業
界
で
は
、

他
の
事
業
所
に
比
べ
役
場

の
車
だ
け
高
い
グ
レ
ー
ド

で
あ
る
こ
と
に
長
年
疑

問
の
声
が
上
が
っ
て
い

た
。
私
は
、５
年
前
か
ら

役
場
す
べ
て
の
業

務
に
つ
い
て
節
減
が

必
要
だ
と
思
う
が

再
質
問

①
複
数
人
が
乗
る
、あ
る

い
は
平
坦
で
な
い
場
所
、

遠
く
に
出
向
く
な
ど
の
使

い
方
は
、他
市
町
で
も
同

じ
こ
と
。他
市
町
で
は
仕

様
に
は
相
当
気
を
遣
っ
て

お
り
、
ど
う
し
て
、
み
な

べ
で
は
で
き
な
い
の
か
と

素
朴
に
思
う
。
ま
た
、
時

に
は
、取
材
等
で
お
客
を

乗
る
場
合
を
考
慮
し
て
の

仕
様
は
、あ
り
得
る
こ
と

だ
と
思
う
が
、そ
の
た
め

毎
年
の
よ
う
に
高
め
の
も

の
と
す
る
必
要
は
な
い
の

で
は
。

②
今
回
の
質
問
で
は
、車

購
入
の
み
な
ら
ず
、役
場

全
体
で
ど
の
よ
う
に
コ

ス
ト
が
節
減
さ
れ
て
い

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。電

気
、
ガ
ス
、
水
道
の
光
熱

費
、
備
品
購
入
、
紙
類
等

の
消
耗
品
、こ
れ
ら
の
経

常
的
な
支
出
で
ど
れ
だ
け

議
会
で
改
善
を
求
め
、そ

の
た
び
前
向
き
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
改
ま
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。公
用
車
の
グ

レ
ー
ド
選
択
に
つ
い
て
町

長
の
見
解
は
。

町
長公

用
車
の
グ
レ
ー
ド
選

択
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
課
の

使
用
目
的
や
業
務
内
容
を

踏
ま
え
た
も
の
。公
用
車

は
住
民
も
含
め
て
複
数
人

を
乗
せ
た
り
、起
伏
の
大

き
な
道
を
走
る
こ
と
も
あ

れ
ば
、未
舗
装
あ
る
い
は

狭
い
道
路
を
走
る
こ
と
も
。

し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
も

の
が
必
要
で
、高
い
グ

レ
ー
ド
だ
と
の
指
摘
は

あ
た
ら
な
い
。

し
か
し
、税
金
で
購

入
す
る
限
り
は
必
要
最

低
限
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。こ
れ
ま
で
の
指

摘
を
理
解
し
つ
つ
、車

種
や
仕
様
に
つ
い
て
十

分
注
意
し
な
が
ら
購
入

を
し
た
い
。

コ
ス
ト
意
識
が
働
い
て
い

る
か
。い
つ
ど
ん
な
場
合

も
、節
減
が
本
来
の
あ
り

方
な
ん
だ
と
い
う
意
識
の

徹
底
、文
化
の
醸
成
が
求

め
ら
れ
る
。そ
の
た
め
に

は
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
、そ
し
て
こ
こ
に
お
ら

れ
る
課
長
の
み
な
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
徹
底

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
肝

要
だ
と
思
う
が
。

町
長

①
課
に
よ
っ
て
は
町
民
を

乗
せ
て
の
移
動
が
日
常
的

に
行
わ
れ
て
お
り
、こ
う

し
た
ケ
ー
ス
で
は
１
台
あ

れ
ば
い
い
、と
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

②
備
品
購
入
で
は
、ご
指

摘
の
と
お
り
予
算
査
定
の

際
、本
当
に
必
要
か
で
判

断
し
て
い
る
。
な
お
、物

品
の
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、

今
は
各
課
で
行
っ
て
い
る

が
、今
後
一
括
購
入
も
と

は
思
う
が
、現
状
で
は
難

し
い
か
と
思
う
。行
政
運

営
上
、経
費
の
節
減
は
大

前
提
で
あ
り
、費
用
対
効

果
を
検
討
し
な
が
ら
、進

め
て
い
く
こ
と
に
は
変
わ

り
は
な
い
。課
長
会
で
も

再
度
そ
れ
ぞ
れ
に
申
し
付

け
た
い
。

質問 職員用公用車のグレードが高すぎないか

答弁 使用目的に沿った購入をしている

行政運営 玉
た ま

井
い

伸
の ぶ

幸
ゆ き

 議員

公用車の使われ方（主な例）
◦道路、公共施設の新設、維持管理

◦水道、下水道の維持管理

◦災害現場への素早い対応

◦介護等関係施設への住民の送迎

◦こども園、学校、社会教育施設等
との連絡・調整

◦農地や林地の現状把握

◦税務調査のための現場踏査
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一般質問

質
問本

町
は
主
要
産
業
で
あ

る「
梅
」
の
生
産
・
加
工

に
関
わ
る
就
業
者
が
多
い

中
、兼
業
農
家
を
含
め
近

隣
市
町
へ
の
通
勤
者
も
多

く
お
ら
れ
ま
す
。わ
が
町

の
人
口
減
少
・
流
出
を
少

し
で
も
抑
え
る
た
め
の
一

手
立
て
と
し
て
、働
け
る

場
所
の
確
保
が
必
要
で
す
。

２
年
前
、コ
ロ
ナ
禍
で

テ
レ
ワ
ー
ク
が
話
題
と
な

る
な
か
、９
月
の
補
正
予

算
で
国
民
宿
舎
本
館
地
下

１
階
に
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

設
置
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、国
の
地
方

創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金

を
活
用
し
、様
々
な
企
業

に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、企

業
研
修
な
ど
利
用
を
図
り
、

新
た
な
顧
客
需
要
を
創
出

し
、関
係
人
口
を
増
加
さ

せ
、企
業
誘
致
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
お
い
て
利

用
状
況
、企
業
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
、目
標
と
す
る
企

業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
促

進
に
つ
い
て
、町
長
の
お

考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

町
長ま

ず
、人
口
減
少
対
策

と
し
て
、空
き
家
バ
ン
ク

制
度
の
取
り
組
み
を
開
始

し
た
令
和
元
年
度
か
ら
の

登
録
件
数
が
20
件
で
、成

約
件
数
が
賃
貸
９
件
、10

名
が
県
外
か
ら
転
入
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、昨

年
か
ら
実
施
を
し
て
い
ま

す
、若
者
定
住
促
進
新
築

住
宅
の
取
得
支
援
事
業
に

つ
い
て
は
、昨
年
25
世
帯

の
活
用
で
、う
ち
町
内
18

世
帯
71
名
、町
外
７
世
帯

22
名
、合
わ
せ
て
93
名
の

事
業
実
績
と
な
っ
て
い
ま

す
。ワ

ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の
利

用
状
況
は
４
６
８
名
で
、

う
ち
県
外
２
９
４
名
、県

内
１
７
４
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。仕
事
の
関
係
で

国
民
宿
舎
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
は
部
屋
で
は
な
く
、

こ
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
す

る
こ
と
が
多
く
、ご
好
評

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。今

後
も
う
少
し
利
用
を
増
や

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

首
都
圏
に
向
け
た
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
、昨
年
度

に
県
の
企
業
立
地
課
と
と

も
に
東
京
で
の
企
業
訪
問

を
行
っ
て
い
ま
す
。進
出

企
業
は
、地
場
産
業
と
の

交
流
や
地
域
課
題
の
解

決
な
ど
に
興
味
が
あ
り
ま

す
。そ
こ
も
進
出
の
決
め

手
の
一
つ
と
捉
え
て
、町

と
し
て
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
い
く
の
か
を
考

え
て
い
き
た
い
で
す
。

雇
用
が
で
き
る
と
い
う

の
は
た
い
へ
ん
喜
ば
し
く
、

今
後
も
県
と
と
も
に
企
業

誘
致
を
行
い
、何
か
み
な

べ
町
と
マ
ッ
チ
す
る
企
業

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問

み
な
べ
町
に
進
出
を
希

望
す
る
企
業
が
、空
い
て

い
る
施
設
ま
た
、町
有
地

の
利
用
、取
得
を
希
望
さ

れ
た
場
合
、ど
の
よ
う
に

対
処
さ
れ
ま
す
か
。

町
長町

有
地
も
あ
ち
こ
ち
に

散
在
し
て
、１
か
所
に
固

ま
っ
た
大
き
な
用
地
と
い

う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。町

は
、お
手
伝
い
を
す
る
程

度
に
し
か
な
ら
な
い
か
と

思
い
ま
す
。も
し
そ
う
い

う
企
業
が
来
れ
ば
体
制
を

整
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

質問 人口減少対策を考える
「企業誘致による雇用の促進を」

答弁 みなべ町とマッチする企業を見つけることが
できればと考えています

くらし政策 棒
ぼ う

引
ひ き

  清
きよし

 議員

国民宿舎 紀州路みなべ

ワーケーションスペース
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一般質問

地域活性

質問 農業遺産の発展と関係人口の創出を

答弁 地域とともに協力していきたい

細
ほ そ

川
か わ

安
や す

弘
ひ ろ

 議員

質
問　

関
係
人
口
創
出
の
現
状
と

今
後

①
世
界
農
業
遺
産
認
定
地

域
と
の
交
流
や
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
通
し
て
の
関
係
人
口

の
創
出
に
つ
い
て
の
現
状

と
今
後
の
取
組
は
。

海
外
認
定
地
と
の
交
流

②
農
業
も
世
界
的
な
視
野

に
立
っ
て
見
識
を
深
め
、

梅
の
販
路
も
海
外
に
拡
大

す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。そ
れ
に
あ

た
っ
て
海
外
の
世
界
農
業

遺
産
認
定
地
と
の
交
流
に

つ
い
て
の
お
考
え
は
。

ま
す
。ま
た
、梅
収
穫
時

期
を
終
え
て
も
、地
域
の

方
々
と
交
流
す
る
方
も
い

ま
す
。

引
き
続
き
、み
な
べ
町

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、関
わ
っ
て
い
た
だ
く

方
々
を
増
や
す
た
め
の
取

組
と
し
て
、視
察
の
受
け

入
れ
体
制
や
必
要
に
応
じ

て
交
流
支
援
を
行
う
な
ど
、

梅
収
穫
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
発
展
す
る
事
業
の
継

続
に
も
協
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
世
界
農
業
遺
産
推
進
協

議
会
と
し
て
、海
外
の
世

界
農
業
遺
産
認
定
地
域
と

交
流
を
行
っ
た
実
績
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、過
去
に
は

海
外
か
ら
の
研
修
生
を

受
け
入
れ
、梅
シ
ス
テ
ム

の
仕
組
み
や
技
術
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

海
外
の
技
能
実
習
生
の

方
々
と
地
域
の
文
化
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
や
交

流
を
行
い
な
が
ら
、み
な

べ
町
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、海
外
と
の
交
流

梅
シ
ス
テ
ム
マ
イ
ス
タ
ー

の
活
動

③
梅
シ
ス
テ
ム
を
次
世

代
へ
継
承
し
、さ
ら
な
る

発
展
を
遂
げ
る
に
は
、梅

シ
ス
テ
ム
マ
イ
ス
タ
ー

の
活
動
に
期
待
す
る
と

こ
ろ
は
大
き
い
か
と
思

い
ま
す
。梅
シ
ス
テ
ム
マ

イ
ス
タ
ー
の
活
動
に
期

待
す
る
こ
と
は
。

町
長

①
本
年
２
月
に
世
界
農
業

遺
産
地
域
の
高
校
生
に
よ

る
意
見
交
換
会
を
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
で
開
催
し
ま
し

た
。県
内
か
ら
南
部
高
校
、

神
島
高
校
が
参
加

し
ま
し
た
。

ま
た
、多
く
の

方
々
の
活
動
に
よ

り
、梅
収
穫
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
昨

年
度
か
ら
開
催

を
さ
れ
、都
会
で

働
く
企
業
の
方
々
、

国
内
外
の
世
界
農

業
遺
産
認
定
地
域

の
方
々
も
参
加
さ

れ
た
と
聞
い
て
い

や
梅
の
販
路
拡
大
に
つ
な

が
っ
て
い
く
機
会
に
な
る

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
の
内
容
に
つ

い
て
は
、み
な
べ
・
田
辺

の
梅
シ
ス
テ
ム
と
同
じ
よ

う
な
地
域
の
文
化
や
特
色

を
理
解
し
た
上
で
、交
流

で
き
る
国
の
選
定
も
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。職

員
は
日
常
か
ら
、外
国
語

に
は
精
通
を
し
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、資
料
作
成
や

通
訳
な
ど
で
は
、み
な
べ

国
際
交
流
ク
ラ
ブ
に
、ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

③
世
界
農
業
遺
産
認
定
地

域
の
み
な
べ
町
に
興
味
を

持
つ
大
学
関
係
者
や
企
業

か
ら
、現
地
視
察
や
取
材

な
ど
も
大
幅
に
増
え
て
い

ま
す
。現
地
説
明
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、人
材

育
成
や
後
世
へ
の
継
承

の
観
点
か
ら
、地
域
の
教

育
現
場
に
お
け
る
講
師
と

し
て
も
活
躍
い
た
だ
く
こ

と
も
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

マ
イ
ス
タ
ー
の
皆
様
方
に

は
、今
後
と
も
梅
シ
ス
テ

ム
の
活
動
に
ご
協
力
を
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

梅システムマイスター制度
みなべ・田辺の梅システムが世界農業遺産に認定さ
れたことをふまえ、世界農業遺産とは何か、当地の農
業遺産のシステムと生態系の価値について、座学と現
地生態系演習により習得し、梅システムを説明・活用
できる人材を育成するため、和歌山大学との連携によ
り開講した事業。

写真提供：世界農業遺産推進協議会

写真提供：世界農業遺産推進協議会
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一般質問

質
問人

口
減
と
い
わ
れ
る
み

な
べ
町
だ
が
、新
し
い
住

宅
が
増
え
て
、大
字
が
混

在
し
た
土
地
の
あ
る
地
域

で
は
、把
握
で
き
な
い
状

況
や
課
題
が
起
こ
っ
て
い

る
。
行
政
と
し
て
は
、ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

町
長ど

こ
の
自
治
会
に
属
す

る
か
、わ
か
り
に
く
い
地

域
に
お
い
て
は
、区
長
と

相
談
し
、住
民
の
意
思
を

尊
重
し
、飛
び
地
に
お
け

る
自
治
の
あ
り
方
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

再
質
問

区
費
、広
報
紙
の
配
布
、

地
域
行
事
、災
害
等
と
区

民
に
責
任
を
持
っ
て
い
る

区
の
課
題
が
あ
る
。住
民

登
録
の
申
請
時
点
で
、区

が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な

ら
な
い
か
。

町
長内

情
は
わ
か
り
ま
す
し
、

多
分
そ
れ
が
ベ
ス
ト
か
と

思
い
ま
す
が
、制
度
上
、仕

組
み
上
、不
可
能
で
す
。

行
政
と
し
て
で
き
る
部

分
は
限
ら
れ
ま
す
が
、区

長
と
相
談
し
な
が
ら
、ま

た
、申
請
さ
れ
る
本
人
の

了
解
も
得

な
が
ら
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、

把
握
で
き
る

よ
う
に
進
め

て
い
く
こ
と

が
ベ
ス
ト
で

は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

質
問実

施
日
、内
容
、取
り
組

み
方
は
。

町
長南

部
・
岩
代
・
上
南

部
地
区
は
、11
月
５
日
、㈰
、

午
前
８
時
か
ら
地
震
津

波
避
難
訓
練
を
実
施
。高

城
・
清
川
地
区
は
11
月

12
日
、㈰
、午
前
８
時
か
ら

土
砂
災
害
避
難
訓
練
を

実
施
。

避
難
訓
練
終
了
後
に

は
５
日
は
上
南
部
中
学

校
の
体
育
館
で
、12
日
は

清
川
小
学
校
体
育
館
で

両
日
と
も
午
前
10
時
か

ら
、各
自
主
防
災
会
を
中

心
に
避
難
所
の
設
営
訓

練
を
予
定
。

再
質
問

今
年
の
参
加
率
の
目
標

は
。自
主
防
災
体
制
づ
く

り
の
現
状
は
。

消
防
防
災
室
長

例
年
30
％
前
後
で
す

が
、目
指
す
と
こ
ろ
は

80
％
で
す
。町
内
34
地
区

の
う
ち
13
地
区
で
区
長

を
兼
ね
な
い
自
主
防
災

会
の
委
員
が
専
任
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、堺
地
区

で
は
、女
性
３
人
が
委
員

に
な
ら
れ
女
性
も
増
え

て
い
ま
す
。自
主
防
災
会

と
と
も
に
、町
民
の
防
災

知
識
を
高
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

質
問町

に
お
け
る
マ
イ
ナ
保

険
証
の
普
及
率
、実
際
の

利
用
度
、ト
ラ
ブ
ル
は
。

町
長被

保
険
者
数
と
の
割
合

は
６
４
．６
％
、利
用
度
の

把
握
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

医
療
機
関
で
受
付
け
の
際

に
カ
ー
ド
の
読
み
取
り
が

で
き
な
か
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

が
数
件
あ
り
、そ
の
要
因

に
つ
い
て
の
検
証
が
今
後

の
課
題
だ
と
考
え
ま
す
。

再
質
問

国
民
皆
保
険
制
度
の
崩

壊
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

町
長仕

組
み
に
は
変
わ
り
は

な
く
、制
度
は
制
度
と
し

て
残
り
ま
す
の
で
現
保
険

証
か
、カ
ー
ド
か
、と
い
う

だ
け
の
話
か
と
思
い
ま
す
。

質問 新しい住宅が増える地域の課題に寄り添って、
対策を

答弁 区長と相談しながら、コミュニティなどに参加
していただき、進めていくのがベスト

行　政 池
い け

田
だ

 三
み

千
ち

留
る

 議員

質
問 

２
０
２
３
年
防
災
避
難
訓
練
を
聞
く

答
弁 

防
災
知
識
の
向
上
を
図
る

防　　災

質
問 

健
康
保

険
証
廃
止
へ
の

不
安
の
対
応
は

国　　保

コミュニティ参加

防災避難訓練2022
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委員会レポート

9月２６日、東京都千代田区日経ホールにおいて「令和5年度全国町村議会広
報研修会」が開催され、本町から６名の議員が出席し研修を受けました。

広 報 特 別 委 員 会
研修報告

い
紙
面
づ
く
り
を
！

③
デ
ザ
イ
ン
力

見
出
し
タ
イ
ト
ル
の
強
弱
大

小
や
色
バ
ラ
ン
ス
は
重
要
。

・・・ 

講
義
３

「
パ
ッ
と
伝
わ
る
広
報
紙
に
！

や
っ
て
は
い
け
な
い
デ
ザ
イ
ン

講
座
」

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

平
本 

久
美
子 

氏

よ
い
デ
ザ
イ
ン
を
作
る
に
は
、

①
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
る
。決

め
方
は
属
性
、生
活
ス
タ
イ

ル
、
関
心
、
性
格
・
価
値
観

な
ど
で
分
類
す
る
。

②
ゴ
ー
ル
を
決
め
る
。ゴ
ー
ル

と
は
見
た
後
の
ア
ク
シ
ョ
ン
。

③
目
立
つ
レ
イ
ア
ウ
ト

・
簡
潔
な
タ
イ
ト
ル

・
強
い
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
質
の
高
い
イ
メ
ー
ジ
図

④
デ
ザ
イ
ン
ル
ー
ル

・
文
字
サ
イ
ズ
の
適
正
化

・
フ
ォ
ン
ト
は
適
材
適
所

・
余
白
と
整
列

今
回
の
研
修
を
踏
ま
え
、よ

り
伝
わ
り
や
す
い「
議
会
だ
よ

り
」を
作
れ
る
よ
う
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
３
名
の
講
師
の
方
か

ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。議
会

だ
よ
り
の
作
成
に
あ
た
っ
て
注

意
す
べ
き
点
や
読
者
に
み
や
す

い
広
報
誌
作
り
、デ
ザ
イ
ン
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
の
で
報
告

し
ま
す
。

・・・ 

講
義
１

「
広
報
担
当
者
が
知
っ
て
お
き
た

い
法
律
知
識
」

弁
護
士
法
人
淀
屋
橋
・
山
上
合
同
弁
護
士 

玉
置 

奈
々
子 

氏

広
報
活
動
の
際
に
起
こ
り
え

る
権
利
侵
害
に
は
ど
ん
な
も
の

が
あ
る
の
か
、写
真
や
イ
ラ
ス

ト
の
利
用
に
つ
い
て
の
注
意
点

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

特
に
注
意
す
べ
き
権
利
と
し

て
①
著
作
権
②
肖
像
権
③
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
権
④
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

権
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
権

利
保
護
に
つ
い
て
事
例
を
交
え

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。写
真

や
イ
ラ
ス
ト
の
掲
載
に
つ
い
て

は
細
か
な
チ
ェ
ッ
ク
と
配
慮
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

・・・ 

講
義
２

「
読
者
を
夢
中
に
さ
せ
る
広
報
紙

づ
く
り
基
礎
の
基
礎
！
」

（
株
）フ
ォ
ー
チ
ュ
ー
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役　

白
木
一
誠 

氏

広
報
紙
づ
く
り
は
、地
域
住

民
へ
の
行
政
情
報
周
知
の
た
め

の
手
段
で
す
。そ
の
た
め
の
磨

く
べ
き
能
力
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。具
体
的
に
は

以
下
の
通
り
で
す
。

①
企
画
力

広
報
紙
発
行
後
の
こ
と
を
常

に
考
え
、地
域
住
民
に
と
っ
て

必
要
か
つ
、恒
久
的
テ
ー
マ
性

の
あ
る
企
画
を
！
住
民
ニ
ー
ズ

を
理
解
す
る
。

②
編
集
力

見
出
し
や
デ
ザ
イ
ン
に
創
意

工
夫
を
加
え
、見
た
い
読
み
た

みなべ町議会だよりP15

他人のコンテンツを
利用する際の基本的検討手順

❶わが国で保護される著作物か

❷保護期間内の著作物か

❸著作権者の許諾なく利用できる場合か

❹著作権者などから許諾を得る

著作物を利用できる

YES

YES

YESNO

NO

NO



10月11日 宮城県大崎市『世界農業遺産「大崎耕土」』を視察
10月12日 福島県南相馬市『紅梅夢ファーム』を視察

県外視察レポート その①

産業建設常任委員会

世
界
農
業
遺
産
関
係
の
取
組

の
中
で
特
に
注
目
し
た
の
は
、

世
界
農
業
遺
産「
大
崎
耕
土
」

価
値
を
伝
え
る「
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」と「
大

崎
耕
土
」の
恵
み
と
価
値
を
広

げ
る
世
界
農
業
遺
産
ブ
ラ
ン
ド

認
証
制
度
で
し
た
。

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
構
想
」は
、「
農
業
遺
産
の
見

え
る
化
」「
ジ
ア
ス（
世
界
農

業
遺
産
）ツ
ー
リ
ズ
ム
の
造
成
」

「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ（
豊
か
な

農
村
景
色
）の
保
全
」を
理
念
に

取
組
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、総
務
文
教
常
任
委
員

会
と
と
も
に
、２
０
１
７
年
に

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

宮
城
県
大
﨑
市
を
訪
問
し
、持

続
可
能
な
水
田
農
業
を
支
え
る

「
大
崎
耕
土
」の
水
管
理
シ
ス

テ
ム
及
び
世
界
農
業
遺
産
に
係

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ん
で

き
ま
し
た
。

「
大
崎
耕
土
」は
、宮
城
県
大

崎
市
、色
麻
町
、加
美
町
、涌
谷

町
、美
里
町
の
１
市
４
町
に
ま

た
が
る
広
大
な
水
田
農
業
地

帯
で
す
。面
積
は
約
１
，５
２
４

㎢
、う
ち
農
地
は
３
６
２
㎢

（
３
６
，１
９
０
ha
）ほ
ど
あ
り

ま
す
。

世
界
農
業
遺
産
へ
の
申
請
目

的
は
、「
大
崎
耕
土
の
自
然
環

境
の
豊
か
さ
、巧
み
な
水
管
理

を
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て
、次

世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
」

と
聞
き
ま
し
た
。

認
定
後
、そ
の
価
値
が
評
価

さ
れ
た
り
、人
材
育
成
の
取
組

が
推
進
さ
れ
た
り
、外
か
ら
人

が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、価
値

あ
る
も
の
と
し
て
少
し
ず
つ
住

民
に
理
解
が
広
が
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。（
認
知
度
は

６
割
程
度
、ま
だ
ま
だ
理
解
促

進
が
必
要
と
の
こ
と
）

ま
た
、都
市
部
の
大
学
生
が

学
び
に
来
た
り
、視
察
に
訪
れ

た
り
、様
々
な
業
種
か
ら
声
を

か
け
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
な

ど
、確
実
に
交
流
や
関
係
人
口

の
幅
は
広
が
っ
て
い
る
と
も
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

米
価
の
低
迷
が
続
く
中
で

品
種
改
良
に
取
り
組
み
、大
崎

耕
土
で
生
ま
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
米

「
さ
さ
結（
む
す
び
）」（
サ
サ

ニ
シ
キ
の
後
継
品
種
）が
平
成

26
年
に
商
品
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
翌
年
か
ら
販
売
さ
れ
、高

値
で
取
り
引
き
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

 

持
続
可
能
な
水
田
農
業
を
支
え
る

「
大
崎
耕
土
」の
伝
統
的
な
水
管
理
シ
ス
テ
ム

委員会レポート
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世界農業遺産「大崎耕土」とは
　「やませ」による冷害や洪水、渇水が頻発する厳し
い自然条件の中、農業用水の確保や栽培技術、排水対
策など、農業農村の営みのあらゆる場面で水を巧みに
管理する様々な知恵や工夫、数多くの苦労を重ねなが
ら、米づくりを中心とした水田農業により「大崎耕土」
と称される豊かな大地を継承してきました。
　この伝統的で巧みな水管理によって支えられる水
田農業の営みは、水田と水路、ため池、農家の暮らしを
支える屋敷林「居久根（いぐね）」とともに、水田の持つ
豊かな湿地生態系や農文化を育んでおり、「生きた遺
産」として未来に伝えたい、素晴らしい農業システム。

○巧みな水管理システム
○農業と結びついた食文化と農文化
○生物多様性と農業との共生
○暮らしの知恵が詰まった屋敷林「居久根（いぐね）」
○営農や暮らしを支える社会組織「契約講」
（大崎地域世界農業遺産推進協議会パンフから抜粋）

「大崎耕土」写真提供 大崎市

屋敷林「居久根（いぐね）」を視察



価
値
の
見
え
る
化
と
し
て
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ｗ
ｅ
ｂ
で
の

マ
ッ
プ
作
り
、映
像
の
制
作
、多

言
語
対
応
、各
地
域
資
源
に
案

内
看
板
の
設
置
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。ジ
ア
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
で
は
、地
元
業
者
や
大
学

と
連
携
し
た
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

の
実
施
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
崎
市
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
宣
言
を
し
て
い
ま
す
。そ
の

目
的
は
、『
世
界
農
業
遺
産
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
連
動
さ
せ
、世
界

農
業
遺
産
で
培
っ
て
き
た「
人
」

「
知
恵
」「
資
源
」
の
再
構
築

す
る
こ
と
で
、新
た
な
付
加
価

値
を
創
出
し
、「
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
」を
実
現
す
る
た

め
』と
の
こ
と
で
し
た
。

最
後
に
世
界
農
業
遺
産
の
認

定
の
意
義
に
つ
い
て
、

「
景
観
10
年
、風
景
１
０
０

年
、風
土
１
０
０
０
年
」

～
守
る
た
め
に
、活
か
す
～

「
認
定
を
き
っ
か
け
に
地
域

の
価
値
を
再
発
見
し
、そ
の
価

値
を
地
域
の
誇
り
と
し
て
守

り
、多
様
な
主
体
が
参
画
し
、

地
域
の
資
源
を
活
か
し
な
が
ら

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
、持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
し
て

い
く
。
」と
力
強
く
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

紅
梅
夢
フ
ァ
ー
ム

２
０
１
１
年
の
震
災
に
よ
っ

て
、福
島
県
南
相
馬
市
小
高
地

区
は
被
災
地
に
な
り
、農
業
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。５
年

後
の
２
０
１
６
年
に
避
難
指

示
が
解
除
と
な
り
、そ
の
翌
年

に「
紅
梅
夢
フ
ァ
ー
ム
」が
法

人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。「
明
る
く
、楽
し
く
、

真
剣
に
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、若

い
担
い
手
が
農
業
に
魅
力
と
や

り
が
い
を
感
じ
、儲
か
る
農
業
、

他
産
業
に
負
け
な
い
職
場
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

大
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク

タ
、ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
バ
イ
ン
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
連
動
し
た
農
業
用
ド

ロ
ー
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

遠
隔
操
作
が
で
き
る
水
管
理
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
し
て
大
規

模
農
場
経
営
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。営
農
管
理
シ
ス
テ
ム
に
ス

マ
ー
ト
農
機
を
連
動
し
、デ
ー

タ
を
集
約
し
て
い
る
こ
と
も
聞

き
ま
し
た
。農
業
も
こ
こ
ま
で

来
た
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

紅
梅
夢
フ
ァ
ー
ム
が
日
本
の

ス
マ
ー
ト
農
業
の
先
駆
的
な
役

割
を
果
た
し
、益
々
発
展
す
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

視
察
研
修
を
終
え
て

○
屋
敷
林「
居
久
根
」を
視
察

し
、先
人
の
知
恵
の
す
ば
ら
し

さ
に
感
激
し
ま
し
た
。屋
敷
の

北
側
に
重
層
的
な
樹
種
で
林

を
つ
く
り
、洪
水
に
よ
る
流
木

や
強
風
か
ら
守
る「
減
災
の
知

恵
」。
薬
草
や
身
近
な
野
菜
を

作
り
生
活
を
支
え
る「
自
給
の

知
恵
」。
ト
ン
ボ
や
カ
エ
ル
な

ど
の
害
虫
の
天
敵
を
育
む「
営

農
の
知
恵
」な
ど
が
世
界
農
業

遺
産
を
形
成
し
て
き
た
と
実
感

し
ま
し
た
。

○
大
崎
で
は
、世
界
農
業
遺
産

を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、子

ど
も
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
田
植

え
体
験
や
稲
刈
り
体
験
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。み
な
べ
田

辺
地
域
で
も
梅
産
業
に
も
っ
と

子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
む
取
組

を
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

○「
大
崎
耕
土
」の
価
値
が
さ

ら
に
認
知
さ
れ
て
い
く
こ
と
で

付
加
価
値
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

り
、水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
維
持

や
意
識
醸
成
、人
材
育
成
な
ど

の
好
循
環
が
生
ま
れ
、結
果
と

し
て
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

と
い
う
目
的
に
近
づ
く
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
ま
す
。そ
の

よ
う
な
好
循
環
を
み
な
べ
町
で

も
実
現
で
き
る
よ
う
に
、ま
ず

は
世
界
農
業
遺
産
の
Ｐ
Ｒ
を
今

ま
で
以
上
に
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
し
た
。

○「
農
家
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ

ト
を
考
え
、経
済
支
援
に
重
き

を
置
い
て
い
る
」と
の
言
葉
が

強
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。事

実
、米
や
清
酒
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
目
指
し
て
様
々
な
施
策
を
実

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
、こ

れ
ら
の
取
組
は
実
を
結
ぶ
と
確

信
さ
れ
て
い
ま
す
。み
な
べ
・

田
辺
に
も
認
定
制
度
が
あ
り
ま

す
が
、残
念
な
が
ら
経
済
的
に

意
義
の
あ
る
も
の
と
は
い
え
ま

せ
ん
。大
崎
市
や
他
の
認
定
地

の
取
組
を
研
究
し
、梅
関
連
商

品
の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
施

策
を
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
期
待
し
ま
す
。

○
世
界
農
業
遺
産
を
次
世
代
に

継
承
し
て
い
く
課
題
は
、み
な

べ
町
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
し

た
。作
柄
が
天
候
に
左
右
さ
れ

る
た
め
、農
家
の
苦
労
も
多
く

経
営
を
続
け
る
厳
し
さ
が
あ
り

ま
す
。ど
の
地
域
で
も
労
働
に

見
合
う
収
入
が
あ
り
、明
る
い

農
業
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

委員会レポート
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委員会レポート

10月12日 福島県新地町 「釣
つ る

師
し

防災緑地公園」「雁
が ん

小
ご

屋
や

団地」を視察
10月13日 宮城県石巻市 「大川小学校」を視察

県外視察レポート その②

総務文教常任委員会

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
、国
内

最
大
級
の
パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
等

の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
の
利
用
者
数
は

５
万
５
，０
０
０
人
で
し
た
。施

設
内
の
遊
歩
道
は
、被
災
前
の
地

区
の
主
要
道
路
の
位
置
を
復
元

し
て
い
て
、整
備
さ
れ
た
な
か
に

当
時
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

整
備
さ
れ
た
場
所
に
立
ち
、

当
時
を
振
り
返
る
。そ
れ
ぞ
れ

の「
想
い
」が
あ
る
な
か
、復
興

に
向
け
て
町
全
体
が
一
つ
に
な

っ
て
取
り
組
む
大
切
さ
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

震
災
か
ら
復
興
へ（
新
地
町
）

　

新
地
町
は
、福
島
県
の
海
岸

沿
い
の
最
北
端
に
あ
り
、東
日

本
大
震
災
で
津
波
に
よ
る
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
の
要
請
を
受

け
、こ
の
新
地
町
に
み
な
べ
町
か

ら
２
名
の
職
員
が
出
向
し
、計
５

年
間
復
興
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

こ
の
職
員
の
出
向
が
縁
で

「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」を

締
結
し
て
い
ま
す
。

防
災
緑
地
整
備
事
業

海
岸
沿
い
の「
釣つ

る

師し

地
区
」

が
10
ｍ
を
超
え
る
津
波
に
よ
り

１
５
９
世
帯
が
全
壊
と
な
り
、

こ
の
場
所
に
公
園
を
作
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

【
事
業
目
的
】

・
津
波
の
減
衰
効
果

・
漂
流
物
の
捕
捉

・
津
波
被
害
範
囲
の

　

軽
減

・
避
難
時
間
の
確
保

　
（
防
災
以
外
）

・
震
災
伝
承
機
能

・
自
然
環
境
再
生
と

　

形
成

・
賑
わ
い
の
創
出

【
公
園
の
成
り
立
ち
】

津
波
被
害
に
よ
り

「
危
険
区
域
」
に
指

定
さ
れ
、「
移
転
促

進
区
域
」
と
な
る
。

被
災
土
地
利
用
と
し

て
防
災
機
能
を
確
保

し
な
が
ら
防
災
緑
地

の
整
備
を
計
画
。

計
画
段
階
か
ら
住
民
と
町

が
共
同
で「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
開
催
し
、意
見
や
提
案
を
設

計
内
容
や
管
理
方
法
に
反
映
。

公
営
施
設
の
許
認
可
関
係
、条

例
改
正
等
を
踏
ま
え
議
会
と
執

行
部
が
一
体
と
な
っ
て
事
業
に

取
り
組
む
。

現
地
の「
想
い
の
丘
」に
立

ち
、建
設
課（
前
復
興
推
進
課
）

職
員
の
方
か
ら
施
設
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

「
想
い
の
丘
」

津
波
到
達
高
10
ｍ
で
整
備
さ

れ
、慰
霊
碑
・
震
災
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト（
支
え
あ
う
人

を
イ
メ
ー
ジ
）・
震

災
記
念
碑
が
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

盛
土
材
に
は
町
内

復
興
事
業
で
の
建
設

発
生
土
等
を
活
用
。

「
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」

震
災
ア
ー
カ
イ
ブ

拠
点
機
能
を
有
し
、

震
災
年
表
、被
災
前

の
住
宅
地
と
新
地
駅

を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ

マ
を
展
示
。他
に
は

子
ど
も
の
広
場
、オ
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委員会レポート
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

海
岸
沿
い
の
被
災
し
た
地
区

は
高
台
に
集
団
移
転
し
ま
し
た
。

岡
崎
副
町
長
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
、移
転
し
た
団
地
の

一
つ
で
あ
る「
雁が

ん

小ご

屋や

団
地
」

を
歩
き
ま
し
た
。

こ
の
移
転
促
進
事
業
に
は
、

み
な
べ
町
か
ら
越
本
室
長
が
２

年
半
に
わ
た
っ
て
携
わ
り
ま
し

た
。当

地
区
の
造
成
費
は
５
億 

２
，０
０
０
万
円
、自
主
再
建
は

58
件
、災
害
公
営
住
宅
は
27
件

と
の
こ
と
で
す
。自
主
再
建
の

一
区
画
の
平
均
は
１
２
０
坪

で
、整
備
さ
れ
た
街
並
み
の
な

か
道
路
幅
が
６
ｍ
と
広
く
、ゆ

っ
た
り
と
し
た
余
裕
を
感
じ
ま

し
た
。庁

舎
訪
問（
質
疑
応
答
）

Ⓠ
仮
設
住
宅
、が
れ
き
置
き
場

の
用
地
取
得
は
ど
の
よ
う
に
。

Ⓐ
応
急
仮
設
住
宅
用
地
の
確
保

は
、当
町
に
お
い
て
公
民
館
用
地

（
20
戸
程
度
の
面
積
）を
県
に

報
告
し
て
い
た
が
、到
底
足
り

ず
、総
合
公
園
、旧

小
学
校
跡
地
、県
有

地
は
県
農
林
水
産
部

と
協
議
を
重
ね
承
諾

を
得
ま
し
た
。が
れ

き
置
場
に
つ
い
て
は

８
ヶ
所
選
定
し
て
い

た
が
、津
波
や
大
規

模
災
害
で
使
用
で
き

な
い
た
め
、仮
置
き

場
用
地
を
対
策
本
部

の
各
課
の
協
力
に
よ

り
確
保
し
ま
し
た
。

（
一
時
仮
置
き
場

８
カ
所
）そ
の
後
、

二
次
仮
置
き
場
２
カ

所
設
置
し
中
間
処
理
を
行
い
ま

し
た
。

Ⓠ
被
災
者
と
の
話
し
合
い
で
配

慮
し
た
点
は
。

Ⓐ
被
災
者
は
大
き
な
心
配
、ま
た

た
い
へ
ん
な
不
安
等
を
か
か
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。し
た

が
っ
て
み
な
さ
ん
の
訴
え
や
要

望
等
に
で
き
る
だ
け
寄
り
添
え

る
よ
う
対
応
の
際
に
心
が
け
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、そ
こ
で
出

さ
れ
た
要
望
や
意
見
等
に
つ
い

て
は
担
当
課
内
で
情
報
を
共
有

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

Ⓠ
震
災
後
、人
口
減
と
な
る
地

域
が
多
い
中
、新
地
町
は
大
き

な
増
減
な
く
推
移
し
て
い
ま

す
。そ
の
要
因
は
。

Ⓐ
福
島
第
一
原
発
事
故
の
発
生

で
自
主
避
難
を
さ
れ
た
方
の
帰

町
、他
地
区
の
避
難
地
域
等
か

ら
当
町
に
居
住
し
て
い
る
方
も

い
ま
し
た
。

宮
城
県
石
巻
市

13
日
、石
巻
市
に
入
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
の
方
の
ガ
イ
ド

で
道
中
、石
巻
市
の
被
災
状
況

等
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

話
の
中
で
石
巻
は
昔
よ
り
船
に

よ
る
輸
送
が
盛
ん
で
倉
庫
か
ら

直
接
船
に
積
み
込
ん
で
い
た
た

め
、堤
防
が
な
か
っ
た
、と
聞

き
驚
き
ま
し
た
。

震
災
遺
構
大
川
小
学
校

　

大
震
災
後
の
津
波
に
よ

り
児
童
74
名
・
教
員
10
名

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
県
が

２
０
０
４
年
に
策
定
し
た
津

波
浸
水
予
測
図
で
は
、海
岸
か

ら
最
大
３
㎞
程
度
内
陸
に
入

る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。当
地

は
海
か
ら
３
．７
㎞
に
位
置
し

て
い
ま
す
。市
も
こ
の
場
所
へ

の
津
波
を
想
定
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

２
０
１
６
年

３
月
、市
は
旧
校

舎
を
「
震
災
遺

構
」と
し
て
保
存

す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

被
災
し
た
旧

校
舎
を
前
に
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、

掲
示
さ
れ
た「
メ

ッ
セ
ー
ジ
」に
目

を
向
け
る
と
、胸

が
締
め
付
け
ら
れ

る
想
い
で
し
た
。

視
察
研
修
を
終
え
て

み
な
べ
町
は
、住
民
と
４
回

の
検
討
委
員
会
、３
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
本
年
３
月

に「
み
な
べ
町
事
前
復
興
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。地
域
の
復

興
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
こ
と

で
、よ
り
災
害
に
対
す
る
住
民

意
識
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま

す
。南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し

実
際
の
規
模
は
見
え
ず
、起
災

時
の
対
策
が
ど
こ
ま
で
で
き
て

い
る
の
か
。あ
ら
た
め
て
自
分

の「
命
」を
守
る
こ
と
が
一
番
大

切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
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議
会
の
傍
聴
に
お
越
し
下
さ
い

12
月
議
会

12
月
6
日（
水
）午
前
９
時
～

次
回
の
議
会
開
会
予
定
は
次
の
通
り
で
す

10月６日（金）、第２回県人会世界大会に合わせて来
日した、ブラジル県人会の一行37名がみなべ町を訪れ、
地元の住民との交流を深めました。

みなべ町は「戦後ブラジル移民の父」と呼ばれる松
原安太郎氏（東岩代）や移住計画で先頭に立った谷口文
太郎氏（清川）の出身地。今回、世界大会に合わせて松原
安太郎顕彰事業実行委員会が中心となって、町内の「梅
料理研究会」や「みなべガイドの会」の方々の協力を得
て、生涯学習センターで交流イベントが実施されました。

交流会では参加者一人ひとりが自己紹介を行った後、数々の梅料理を堪能しながら
ブラジルでの苦労話や生活事情、みなべ町の梅栽培、梅の効能などについて話が弾みま
した。その後、ガイドの会の案内で須賀神社を参拝し、うめ振興館に立ち寄り、千里観音

と千里浜を散策しました。夜の懇親会では、上南部中学
校の生徒による「梅林太鼓」のオープニング演奏や「梅
の里民謡クラブ」の皆さんの音頭で会場が一体となっ
て紀州梅音頭を踊りながらさらに親交を深めました。

さて、来年には「ブラジル県人会創立７０周年」の
イベントがサンパウロで開催されます。４年後には第
３回県人会世界大会が県内で予定され、今後もさらに

“絆”が深まっていくでしょう。

●第２回県人会世界大会「ふるさと巡りツアー」ｉｎみなべ町

『ブラジル日系人と、今後もさらに“絆”を深めたい』

町 内 あ れ こ れ

あ

と

が

き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
月
に
２
類
か
ら

５
類
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
契
機
に
マ
ス
ク
の
着
用
義
務
も
緩
和
さ
れ
る

等
、
徐
々
に
コ
ロ
ナ
前
の
平
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

町
内
各
地
の
秋
祭
り
も
、
数
年
ぶ
り
に
例
年
ど
お
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
祭
り
と
も
多
く
の
人
で
賑
わ

い
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た
笑
顔
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
梅
を
取
り
巻
く
状
況
は
依
然
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に

は
、
生
産
者
、
加
工
業
者
、
Ｊ
Ａ
、
行
政
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
町
は
様
々
な
消

費
拡
大
施
策
を
講
じ
、
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
知
恵
を
結
集
し
、
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
の

苦
境
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

広
報
特
別
委
員
会　

真
造
賢
二

▲須賀神社で参拝するブラジル日系人の一行

▲夜の交流会でマイクを握る谷口文太郎氏
のご子息の谷口史郎さん（８３歳）


